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は，本論文の表現を尊重すれば， I原告当事者が相手方としていったい誰を訴えようとしていたのかJ ， I その者に対し
て，たとえば適切に送達がなされ，訴訟開始時点、において当該手続に関与する機会が保障されていたのかJ，であり，
つまりは「手続的デュープロセス J の重視ということであって，このことは「ドイツ法に由来するドグマとの戦いJ
ということにもなる，という。
以上の次第であって，本論文が，一つの困難な問題領域への積極的な挑戦を試みるなか，全体において，これまで
の自立した研究活動の成果を示すばかりか，わが国における今後の民事訴訟理論の抜本的な見直しへの突破口を切り
開く有力な視角を呈示したものともいえるわけであって，博士(法学)の学位を授与するに十分値するものと判断す
る。
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